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1. はじめに 
本研究では，2006 年 6 月に成立した J-SOX 法にて定め

られた内部統制制度の業務プロセス文書の記述方法の改

善策を提案し，比較評価を行う． 

2. 研究の背景 
2.1. 内部統制とは 

内部統制（Internal Control）とは，企業自らが業務の適正

を確保するためのシステムである．米国のSOX法を参考に

日本でも法制化され，2008 年 4 月 1 日に施行される．内部

統制では，財務報告に係る全ての業務プロセスの法令遵

守を分析・評価する必要がある． 
2.2. 内部統制における文書化 

内部統制における文書化の作業は，財務報告に係わる

業務プロセスが，法令遵守しているかどうかを分析し，評価

する上で，最も基本的かつ重要な作業である． 

3. 文書化の問題点 
3.1. 文書化の目標 

内部統制における文書化では，分析する業務プロセスを

あいまいなく記述し，視覚的に表現することを目指している．

さらに，文書化し，J-SOX 法の方針に沿うことを目標として

いる． 
3.2. 3種類の文書 

J-SOX法では，SOX法404条に倣って，「業務フロー図」

「業務記述書」「RCM」の 3 種類の文書を作成することが要

求される．図 1 に示す業務フロー図は，取引の一連の業務

の流れを視覚的に示したものである．  
3.3. 3種類の文書間の関連性 

業務フロー図は，業務プロセスを分析する上で，基本的

な文書で，これに基づき業務記述書を作成し，リスクを抽出

する．抽出したリスクはRCMで表現される．これら3種類の

文書間には関連があり，業務プロセスを分析する上で，ど

の文書も必要不可欠である．業務フロー図を正しく記述で

きないと，業務プロセスを分析することもできない．  
3.4. 業務フロー図の問題点 

業務フロー図の記述には，手続き的な側面とデータ的な

側面があると考えられる． 

3.4.1. 手続き的な側面 
一連の業務の中でどんな書類やデータが部署間で受け

渡されるかは，分かるものの，データの処理プロセスの具

体的な記述がない．さらに，例外処理や分岐を表現できな

い．  
3.4.2. データ的な側面 

業務プロセスを内部統制の観点で分析するためには， 
J-SOX 法に必要なデータを分析対象の業務から抽出する

必要がある．図 1 では，成果物内部のデータ定義やデータ

の処理プロセスが，明確に記述されていない． 
3.4.1.節と 3.4.2.節より，内部統制の目的を満たすために

はデータの処理プロセスの表現が不十分であり，J-SOX 法

の要求を満たすことはできないことが考えられる． 
 

 
図 1 業務フロー図の一例 

4. 解決へのアプローチ 
3 章で提示した問題を改善するために，以下の記述方法

を提案する． 
（1） 業務フローチャートの記述方法を JIS規格のフロー

チャートの記述ルールを組み合わせた「改良版」 
（2） 業務フローチャートと RCM を統合した「融合型」 
（3） UML アクティビティ図 
（4） BPMN（Business Process Modeling Notation） 

5. 文書記述方法の提案 
提案した記述の例を図 2 から図 5 に示す．改良版と融合

版は手続き型指向の記述方法で，アクティビティ図はオブ

ジェクト指向の記述方法である．BPMN は両者の特徴を兼

ね備えていると考えられる． 
図 2 では，業務フローチャートで定義されている表記法

を採用した．業務フローチャートの表記法では，ある業務プ

ロセスのデータ出力や状態の結果をもとに，ある条件によ



南山大学 数理情報学部 情報通信学科 2007 年度卒業論文要旨集 

 

って業務プロセスが複数に分岐する構造を表現できない．

そこで，この記述方法では，この問題を解消するために，

JIS 規格フローチャートで定義されている条件分岐記号を

業務フローチャートの表記法に加えた． 
図 3 では，業務フローチャートの記法はそのままにして，

RCM で記述されるアサーションの種類とコントロールの種

類を付記することで，リスクの存在や種類と業務フローを同

時に把握できるようにした． 
分析する業務プロセスの中で，財務報告の結果に重大

な影響を及ぼす業務プロセス（キーコントロール）を見つけ

なければならない．さらに企業経営者は，キーコントロール

ごとに，経営者の要求（アサーション）と，それに対する統制

活動（コントロ－ル）を明らかにする必要がある．そこで，こ

れらを業務フローチャートに付記することによって，リスク評

価をより効率的に行うことができる． 
図 4 では，業務の状態をアクティビティとして捉えて記述

した．同時に業務フローも図から読み取ることができる． 
図 5 では，業務の流れと部署間で交わされるメッセージ

の流れを記述している．さらに，成果物が業務フロー内で

作成されることも図から判断できる． 
 

 
図 2 業務フローチャートの改良版の一例 

 

 
図 3 業務フローチャートと RCMの融合型の一例 

 

 
図 4 UMLアクティビティ図の一例 

 
図 5 BPMN図の一例 

6. 例題への適用と評価 
図 2 から図 5 は 5 章で提示した記述方法を，ある発注依

頼書作成プロセスに適用した結果である． 
図2 と図3 では，成果物の状態や成果物の作成手順，業

務プロセス内のリスクは，明確に表現できている．しかし，

具体的な業務内容と業務フローが明確に表現できなくなっ

ている．これは，成果物の状態だけに着目した結果で，業

務フローが図中に表現できなくなっている． 
一方，図 4 と図 5 は，業務の状態や具体的な業務内容，

業務フローが明確になっている上，成果物の作成手順も同

時に理解できる．業務フローと業務プロセスの状態に着目

した結果，業務プロセスに存在する作業が明確化できてい

る． 
したがって，J-SOX 法の要求を満たすためには，文書な

どの成果物の状態よりも，業務の状態や業務フローに着目

する方が，重要度が高く，より J-SOX 法の要求に近い記述

ができると考えられる． 

7. 今後の課題 
UML のアクティビティ図や BPMN 図を適用することによ

る効果について，詳細に分析する必要がある．さらに，既存

の評価方法を適用して，結果を数値化するなどの対応をす

るべきである． 

8. まとめ 
内部統制における業務プロセスの文書化の問題点を指

摘し，本研究で独自に提案した記述方法を例題に適用し，

J-SOX 法の要求の満足度の違いについて考察した．その

結果，従来の記述方法よりも，UMLやBPMNを利用した方

が効率よく内部統制を行うことができる． 
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